
東日本大震災 消防署所の活動及び被害状況に係る調査票 

（死者・行方不明者が発生した太平洋に面した消防本部を対象） 

                   調査日：平成 23 年 4 月 13 日 

消防本部名 気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部 構成職員数 197 名(H22 版全国消防現勢より) 
構成市町村 気仙沼市、南三陸町 構成署所数 2 消防署 1 分署 4 出張所 
調査庁舎名 気仙沼消防署 庁舎職員数  
調査対象の消防署所位置 

 

 
 

 
○庁舎外観 

庁舎の全景写真（1） 庁舎の全景写真（2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本部庁舎 左は避難所になっている防災センター 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車庫内に待機中の車両 

気仙沼消防署 



庁舎の全景写真(3) 庁舎の全景写真(4) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車庫及び防災センター 応援他県隊の車両も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

併設の防災センター側入口 
庁舎の写真(1) 庁舎の写真(2) 

 
近くの高台から消防本部を望む 

 
防災センター敷地内 

活動の様子(1） 活動の様子(2） 

 

救急車とともに救急出場するポンプ車 

 

出場する東京消防庁の救急車 

活動の様子（補足説明） 

気仙沼・本吉管内は東京消防庁が支援しており、救急要請に基づき東京消防庁の救急隊と気仙沼署のポンプ車が

連携で出場するところ。 

 



○庁舎周辺の様子 
周辺の被害の様子(1) 周辺の被害の様子(2) 

 
消防本部に通ずる市街地の状況 

 
市内大川に係る本町橋から上流を望む 

周辺の被害の様子(3) 周辺の被害の様子(4) 

 
沿道に積み上げられた瓦礫 

 
建物そのものの破壊はそれほど見られない 

その他、特筆すべき事項 
庁舎の損害はなし。広域応援計画に基づき東京消防庁他の部隊が常駐していた。 

以上 


